
けんせつ清瀬久留米 第405号（1）2010年 4 月13日

第42回清瀬久留米支部定期大会を開催
大
会
は
樋
口
副
委
員
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
議
長

に
井
上
晃
さ
ん
（
三
葉
）、
川

本
尚
之
さ
ん
（
青
空
）
が
選
出

さ
れ
、議
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

石
垣
執
行
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
か
ら
始
ま
り
、
来
賓
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
昨

年
度
の
運
動
経
過
を
伊
藤
書
記

次
長
（
書
記
局
）
が
報
告
し
、

今
年
度
の
運
動
方
針
を
北
島
書

記
長
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
方
針
の
冒
頭
で
は
「
全
国

最
大
の
建
設
労
働
組
合
東
京
土

建
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
建
設
不

況
、
デ
フ
レ
不
況
か
ら
仲
間
の

仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
国
民
的

大
運
動
の
先
頭
に
た
ち
ま
す
」

と
力
強
い
発
言
が
あ
り
要
求
運

動
の
実
現
の
期
待
が
会
場
中
に

高
ま
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
決
算
報
告
、
会

計
監
査
報
告
、
予
算
案
提
案
、

各
専
門
部
の
報
告
が
あ
り
質
疑

4
月
4
日
（
日
）
清
瀬
久
留
米
支
部
第
42
回
定
期
大
会
が

清
瀬
ア
ミ
ュ
ー
に
て
行
な
わ
れ
、
1
1
2
人
が
参
加
し
ま
し

た
（
代
議
員
90
人
、
特
別
代
議
員
7
人
、
来
賓
15
人
）。
未

曾
有
の
建
設
不
況
の
中
で
行
な
わ
れ
た
大
会
で
は
、
賃
金
問

題
、
仕
事
確
保
に
向
け
た
具
体
的
取
り
組
み
、
組
織
拡
大
、

土
建
国
保
を
守
り
抜
く
こ
と
な
ど
が
大
会
を
通
し
て
討
議
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
も
支
部
大
会
後
に
春
の

拡
大
出
陣
式
を
行
い
ま
し
た
。

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
演
奏
で
始

ま
り
、
太
鼓
と
簾
を
使
っ
た
余

興
の
後
、
恒
例
の
分
会
対
抗

○
×
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
、
み
ご

と
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
滝
山
分

会
が
1
等
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ

ッ
ト
を
手
に
し
ま
し
た
。

最
後
に
全
分
会
・
主
婦
、
シ

ニ
ア
友
の
会
か
ら
春
の
拡
大
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
ふ
れ

る
発
言
が
あ
り
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

拡
大
は
5
月
末
ま
で
取
り
組

み
ま
す
。
組
合
員
の
団
結
で
拡

大
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

杉
村
真
理
　
元
塩
分
会

応
答
の
あ
と
、
予
算
決
算
・
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
役
員
選
出
が
行
な
わ

れ
、
新
役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
退
任
さ
れ
る
役
員
の
紹
介

で
は
、
宇
田
川
治
男
さ
ん
（
南

町
）
が
あ
い
さ
つ
を
行
な
い
、

ま
し
た
。
功
労
者
表
彰
で
は
表

彰
状
と
賞
品
カ
タ
ロ
グ
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
採

択
後
組
合
が
一
体
と
な
り
、
力

強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会

し
ま
し
た
。

委
員
長

石
垣
　
雅
之
（
元
塩
）

副
委
員
長

鈴
木
　
勝
雄
（
清
里
）

西
部
　
　
康
（
滝
山
）

片
見
　
　
学
（
青
空
）

書
記
長

北
島
　
　
晃
（
三
葉
）

書
記
次
長

伊
藤
　
　
正
（
書
記
）

本
田
　
　
将
（
書
記
）

常
任
執
行
委
員

小
田
澤
陽
一
（
松
竹
）

古
名
　
孝
二
（
清
里
）

赤
塚
　
隆
雄
（
三
葉
）

菅
野
　
　
隆
（
青
空
）

三
浦
　
和
顕
（
直
属
）

川
村
　
裕
也
（
三
葉
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

山
岸
　
妙
子
（
主
婦
）

会
計
監
査

宮
下
　
輝
靖
（
三
葉
）

樋
口
　
征
之
（
滝
山
）

執
行
委
員

渡
邉
　
　
誠
（
元
塩
）

阿
部
　
史
夫
（
松
竹
）

品
川
　
安
博
（
清
里
）

砂
川
　
修
治
（
清
里
）

秋
元
　
進
一
（
滝
山
）

川
尻
　
　
力
（
滝
山
）

井
上
　
　
晃
（
三
葉
）

嶋
田
　
峰
子
（
三
葉
）

五
十
嵐
留
夫
（
北
浅
）

安
澤
　
利
昌
（
北
浅
）

荒
牧
　
孝
好
（
南
町
）

綱
島
　
　
豊
（
南
町
）

時
任
　
和
幸
（
青
空
）

川
本
　
尚
之
（
青
空
）

執
行
委
員
待
遇

曽
根
　
洋
平
（
青
年
）

石
垣
　
市
子
（
主
婦
）

川
上
　
哲
雄
（
シ
ニ
ア
）
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5月1日（土）
10時開会
井の頭公園（西園）

三多摩メーデー けんせつ
清 瀬 久 留 米

日程

時間

場所

仕
事
不
足
・
低
賃
金
に
ス
ト
ッ
プ
！

厳
し
い
情
勢
を
打
開
し
要
求
実
現
を

選出された新年度役員紹介・あいさつ

団結ガンバローで拡大目標達成を宣言

本部表彰者（敬称略）

渡邉　　誠（元塩） 品川　安博（清里）
支部表彰者

小林　博征（元塩） 石田　秀夫（松竹）
東野　浩三（清里） 斉藤　清子（滝山）
笹原　康弘（三葉） 金澤　跡務（北浅）
小俣　正芳（南町） 北園　政一（青空）

主婦功労者

鈴木ヨツ子（元塩） 阿部　明子（松竹）
三枝　房子（清里） 田村　由弥（滝山）
藤原すぎゑ（三葉） 村上みどり（南町）
中谷　直子（青空）

本部機関紙コンクール記事賞表彰者

杉村　真理（元塩）

春
の
拡
大
出
陣
式
力
を
合
わ
せ
て

組

織

強

化

新
年
度
支
部
役
員

仲間の団結で要求を勝ち取ろう
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井
の
頭
公
園
で
二
千
五
百
名

（
支
部
か
ら
33
名
）
の
参
加
で
、
土
建
バ
ン
ド
や
年
金
者
組
合
合

唱
団
の
歌
で
開
会
し
ま
し
た
。

炎
天
下
の
中
、
菅
原
三
多
摩

労
連
議
長
が
春
闘
の
各
組
合
の

闘
い
を
報
告
、「
内
部
留
保
が

2
0
0
兆
も
あ
り
な
が
ら
、
な

お
も
人
件
費
を
節
約
し
よ
う
と

し
か
考
え
な
い
」
と
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
会
社
の
事
例
を
語
り
ま
し

た
。小

池
あ
き
ら
参
議
員
と
清
水

都
議
も
参
加
。
小
池
氏
の
あ
い

さ
つ
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
廃
止
と
も
別
枠
で
65
歳

以
上
か
ら
74
歳
ま
で
の
別
だ
て

の
保
険
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
政

府
案
や
労
働
者
派
遣
法
の
反
対

理
由
。
ま
た
、
日
本
で
最
初
に

実
施
し
た
沢
内
村
の
乳
児
保
険

料
の
無
料
化
の
闘
い
な
ど
、
力

強
く
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
各
団
体
の
報
告
に
移

り
、
拝
殿
東
京
保
医
協
会
副
会

長
は
「
八
王
子
の
高
齢
者
が
生

活
を
切
り
詰
め
な
が
ら
、
苦
し

い
生
活
を
し
て
い
る
」、
土
建

の
宮
田
副
委
員
長
は
「
野
田
市

の
公
契
約
条
例
で
労
働
者
の
賃

金
の
ル
ー
ル
が
で
き
た
、
建
設

職
人
の
自
殺
者
も
多
い
事
、
生

活
で
き
る
賃
金
を
求
め
る
闘

い
、
組
合
存
続
の
た
め
保
険
一

元
化
は
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

伊
藤
公
務
公
共
書
記
長
は

「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
問
題
や
、

公
務
員
の
首
切
り
が
ど
ん
ど
ん

ど
ん
進
ん
で
い
る
」、
三
木
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｕ
書
記
長
は
「
春
闘
の
闘

い
、
賃
上
げ
は
難
し
い
が
要
求

を
出
し
て
闘
っ
て
い
る
」
と
訴

え
ま
し
た
。

最
後
に
集
会
決
議
が
採
択
さ

れ
、
デ
モ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
デ
モ
で
は
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
今
す
ぐ
廃
止
し

ろ
！
」「
働
く
ル
ー
ル
を
確
立

し
ろ
！
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
声
高
々
に
響
か
せ
ま
し

た
。鈴

木
勝
雄
　
清
里
分
会

3
・
22
三
多
摩
大
集
会

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
今
す
ぐ
廃
止

はたらくルールの確立をめざしプラカードをかざす

重税反対を力いっぱい訴える参加者たち

3.12重税反対全国行動

子守りをしながらでも楽しかった
写真提供：小野定康（北浅分会）

で
手
で
も
む
と
と
て
も
熱
く

「
あ
っ
ち
ー
」
と
言
っ
て
茶

の
葉
が
細
く
な
る
ま
で
も
み

ま
す
。

私
の
生
ま
れ
故
郷
は
静

岡
で
す
。
静
岡
駅
か
ら
北

へ
25
キ
ロ
程
入
っ
た
山
の

中
で
す
。

実
家
は
お
茶
農
家
で

す
。
子
供
の
頃
の
思
い
出

は
水
車
小
屋
で
の
お
茶
づ

く
り
作
業
で
す
。
父
は
ふ

ん
ど
し
一
つ
で
ふ
か
し
た

お
茶
の
葉
を
機
械
に
か
け

た
後
の
ホ
イ
ロ
と
言
う

（
下
に
火
を
お
こ
し
て
あ

ぶ
る
物
）
厚
い
和
紙
の
上

り
ま
し
た
。

生
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。笹

下
美
津
子
青
空
分
会

私
は
十
才
下
の
弟
を
背
負

い
、
子
守
ば
か
り
や
ら
さ
れ

て
い
た
十
一
才
か
ら
十
二
才

の
頃
の
思
い
出
で
す
。

夏
休
み
は
お
茶
摘
み
で
忙

し
く
、
昼
御
飯
、
薪
割

り
に
夕
方
の
風
呂
た

き
、
そ
ん
な
手
伝
い
ば

か
り
で
し
た
。

八
人
兄
弟
で
上
か
ら

五
人
目
、
私
に
は
同
じ

位
の
い
と
こ
達
が
大
勢

い
て
、
メ
ン
コ
や
ビ
ー

玉
遊
び
な
ど
、
子
守
を

し
な
が
ら
で
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
勉
強
は
あ

ま
り
し
な
か
っ
た
な
…

子
供
の
多
い
中
、
父

は
厳
し
く
母
は
と
て
も

優
し
く
愛
情
い
っ
ぱ
い

育
て
て
く
れ
ま
し
た
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。

共
に
九
十
代
で
亡
く
な

デ
モ
行
進
の
様
子

今
年
の
申
告
相
談
は
例
年
と

比
べ
て
も
一
段
と
厳
し
く
、
不

況
の
影
響
を
顕
著
に
受
け
た
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
65
歳
を
過

る
親
方
の
場
合
、
自
分
の
手
間

が
残
ら
な
い
ほ
ど
の
低
価
格
受

注
で
、
税
額
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し

た
。

ぎ
て
年
金
と

併
用
し
て
収

入
を
得
て
い

る
組
合
員
さ

ん
の
場
合
、

売
上
が
極
端

に
減
り
、
1

ヵ
月
の
売
上

が
10
万
円
以

下
、
年
金
と

合
わ
せ
て

細
々
と
生
活

し
て
い
て
税

額
は
も
ち
ろ

ん
ゼ
ロ
、
先

の
見
通
し
が

全
く
見
え
な

い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

職
人
を
2
〜

3
人
か
か
え

全
体
の
申
告
件
数
は
年
末
調

整
が
60
件
、
白
色
事
業
89
件
、

青
色
23
件
、
給
与
71
件
、
不
動

産
6
件
、
消
費
税
簡
易
課
税
19

件
、
消
費
税
本
則
課
税
11
件
で

し
た
。

3
・
13
重
税
反
対
統
一
行
動

は
、
今
年
も
東
村
山
中
央
公
民

館
ホ
ー
ル
で
集
会
を
行
な
い
、

清
瀬
久
留
米
支
部
か
ら
72
名
、

全
体
で
約
3
0
0
人
の
参
加
で

行
い
ま
し
た
。
各
団
体
の
発
言

の
後
、
庶
民
増
税
・
消
費
税
増

税
反
対
を
決
議
し
、
東
村
山
市

内
を
デ
モ
行
進
し
て
市
民
に
税

制
の
民
主
化
を
訴
え
ま
し
た
。

東
村
山
税
務
署
に
到
着
後

は
、
3
・
13
実
行
委
員
会
が
税

務
署
へ
不
当
調
査
を
行
わ
な
い

よ
う
要
請
文
を
読
み
上
げ
、
総

務
課
長
へ
渡
し
ま
し
た
。
そ
の

間
参
加
者
は
、
整
然
と
申
告
を

行
い
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

本
田
　
将
（
書
記
局
）

滝
山
分
会
新
聞
「
は
く
さ

ん
」
第
30
号
に
感
動
す
る
記

事
が
あ
り
ま
し
た
。
投
稿
さ

れ
た
の
は
7
群
の
山
岸
良
春

さ
ん
。
記
事
の
一
部
を
紹
介

い
な
い
。
俺
は
自
信
を
な
く
し

た
。
そ
こ
で
一
人
一
人
に
目
を

あ
わ
せ
「
お
つ
か
れ
さ
ま
」

「
お
か
え
り
な
さ
い
」
と
言
葉

た
。
分
会
新
聞
作
り
の
一
員

と
し
て
、
心
に
し
み
る
記
事

で
し
た
。

寺
園
　
静
雄
　
滝
山
分
会

年
、
組
合
の
チ
ラ
シ
配
布
と

署
名
を
求
め
る
た
め
東
久
留

米
駅
に
軽
い
気
持
ち
で
立
っ

た
。「
さ
て
俺
は
何
処
に
行

く
か
」
考
え
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
所
に
立
っ
た
。
夕
方
の
駅
は

皆
忙
し
そ
う
で
ま
る
で
知
ら
ん

顔
、
ビ
ラ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
受

け
取
っ
て
く
れ
る
人
は
一
人
も

を
か
け
た
。
す
る
と
チ
ラ
シ

を
受
け
取
っ
て
く
れ
た
。
タ

イ
ミ
ン
グ
が
わ
か
り
「
ご
く

ろ
う
さ
ま
」
と
言
っ
て
ビ
ラ

を
受
け
取
っ
て
も
ら
い
署
名

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
、
と
語
ら
れ
て
い
ま
し

し
ま
す
。

組
合
に
加
入
し
て
50

感
動
の
記
事

あ
の
頃
記
事
募
集

掲
載
希
望
の
方
は
支
部

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


